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► ブラジル・ベレンで開催されたCOP30における、気候変動に関する知
事メッセージー「ミクロネシア連邦は、すでに気候変動の影響のただ
中にあります。もはや“最前線”に立っている段階ではありません。私
たちは現在、海面上昇、塩害（塩水の浸入）、移住、極端な高温、干
ばつなどの問題に直面しています。」

COP30における知事のメッセージ



ゼロカーボンに向けた行動

 効果的な気候変動政策
 再生可能エネルギー施策やその他の再生可能エネルギー源の拡大

 化石燃料と再生可能エネルギーの利用状況：
 全燃料使用量の 97％が化石燃料、3％が再生可能エネルギー

 持続可能な交通
 ポンペイ州の主要最終処分場およびリサイクル・プログラムの改善
 意識向上および行動変容



リサイクルと意識啓発
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